
県
本
部
は
２
月
８
日
「
２

０
２
５
中
央
委
員
会
」
を
開

催
し

17

単
組

37

人
が
参
加

（
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）
。
執
行
部

が
「

24秋
季
年
末
闘
争
の
経

過
」
「
中
間
決
算
」
「

25春

闘
～
夏
季
の
要
求
実
現
・
組

織
強
化
拡
大
の
方
針
」
を
報

告
・
提
案
。

13人
が
発
言
し
、

す
べ
て
の
報
告
・
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

■
発
言
骨
子
（
抜
粋
）

【
青
年
部
】

12月
７
～
８
日

ド
キ
ジ
ャ
ム
で
西
予
市
の
豪

雨
災
害
に
学
び
災
害
意
識
向

上
と
単
組
の
交
流
を
深
め
ら

れ
た
。
反
核
へ
ん
ろ
、
夏
に

新
採
歓
迎
企
画
、
秋
に
四
ブ

ロ
交
流
企
画
を
検
討
中
。

【
現
業
評
・
今
治
】

11月
９

日
現
業
評
四
ブ
ロ
学
習
交
流

集
会
で
「
現
業
賃
金
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
」
を
学
習
。

12月

26日
県
教
委
の
学
校
給
食
担

当
課
へ
要
請
。
今
治
市
職
は

「
組
合
説
明
会
＆
新
入
職
員

向
け
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
を
実
施
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
四
国
大
会
開
催
要
望
あ
り
。

【
今
治
水
道
】
技
術
職
の
人

材
確
保
が
課
題
。

11月
市
労

連
交
渉
で
も
要
求
し
た
が
理

事
者
側
と
か
な
り
の
温
度
差

を
感
じ
た
。
水
道
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
Ｊ
３
会
場
で
水

道
ブ
ー
ス
を
出
展
、
２
回
で

約
３
５
０
組
が
訪
問
。
中
央

行
動
参
加
が
役
員
づ
く
り
に

も
な
り
参
加
さ
せ
た
い
。

【
宇
和
島
】
積
極
的
に
新
採

勧
誘
活
動
、
交
流
活
動
や
学

習
会
等
を
行
っ
て
い
る
。

11

月
団
体
交
渉
で
カ
ス
ハ
ラ
対

応
の
名
札
表
記
変
更
、
通
話

録
音
導
入
な
ど
求
め
た
。

【
伊
予
】
活
動
の
モ
ッ
ト
ー

は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
。
職

場
懇
談
会
で
各
職
場
の
声
を

拾
う
と
り
く
み
が
組
合
活
動

の
原
点
と
理
解
さ
れ
、
貴
重

な
要
望
・
提
案
を
得
た
。
若

年
世
代
で
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
確
保
の
声
が
強

い
。
青
年
部
は
毎
月
１
・
２

回
活
動
し
、
組
合
員
で
あ
る

楽
し
さ
な
ど
考
え
る
機
会
を

積
極
的
に
作
っ
て
い
る
。

【
内
子
】
組
合
要
求
で
改
善

し
た
こ
と
を
宣
伝
し
会
計
年

度
職
員
に
チ
ラ
シ
配
布
。
学

習
交
流
会
実
施
し
半
歩
前
進
、

今
後
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

【
西
予
】
市
立
病
院
等
の
指

定
管
理
移
行
が
来
年
度
か
ら

と
決
定
し
準
備
が
一
方
的
・

強
硬
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
２
年
間
支
援
も
受
け
て

組
合
一
丸
で
闘
っ
て
き
た
。

職
員
の
雇
用
継
続
と
雇
用
確

保
、
生
活
と
将
来
不
安
の
解

消
、
職
員
確
保
な
ど
を
軸
に

交
渉
重
ね
、
わ
ず
か
だ
が
保

障
引
き
上
げ
な
ど
の
回
答
を

得
た
。
１
月
医
療
介
護
支
部

臨
時
大
会
で
４
月
以
降
の
組

合
に
つ
い
て
自
治
労
連
に
継

続
加
盟
し
て
の
運
営
を
決
定
。

【
西
条
】
夏
休
が
今
年
度
か

ら
期
間
６
～

10月
の
５
日
に

改
善
。
病
気
休
暇
改
善
は
長

年
の
組
合
要
求
が
実
現
し
、

90日
以
降
、
特
例
で
人
工
透

析
や
抗
が
ん
剤
治
療
は
通
算

カ
ウ
ン
ト
し
な
い
と
な
っ
た
。

粘
り
強
い
交
渉
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
。
労
働
組
合
は

ど
ん
な
時
代
も
必
要
だ
。

【
新
居
浜
】

11月
団
交
は
副

市
長
参
加
で
わ
ず
か

10分
。

市
長
出
席
を
求
め
、
２
月
は

市
長
が
参
加
し
人
員
配
置
、

職
場
環
境
、
休
暇
制
度
要
求

な
ど
伝
え
た
が
、
市
長
か
ら

の
発
言
な
く
前
向
き
返
答
も

な
し
。
男
女
年
代
別
懇
談
会
、

青
年
部
バ
ス
ツ
ア
ー
、
１
０

０
人
規
模
の
い
ち
ご
狩
り
、

愛
彩
会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
組
合
員
増
に
は

新
採
職
員
に
魅
力
的
イ
ベ
ン

ト
や
直
接
的
メ
リ
ッ
ト
の
提

供
が
重
要
。
前
例
踏
襲
で
は

な
く
、
要
求
内
容
や
組
合
活

動
も
時
代
に
合
わ
せ
、
県
本

部
中
心
に
単
組
一
体
で
協
力

し
た
と
り
く
み
が
不
可
欠
。

【
非
正
規
公
共
・
新
居
浜
文

体
】
新
居
浜
市
は
財
政
難
と

繰
り
返
し
、
事
務
協
議
で
は

来
年
度
の
給
料
に
人
勧
を
反

映
す
る
が
４
月
遡
及
は
な
し
。

今
後
も
物
価
や
人
件
費
、
人

勧
も
最
低
賃
金
も
上
が
る
と

思
う
の
で
交
渉
を
続
け
る
。

【
新
居
浜
社
協
】
４
月
新
採

加
入
に
と
り
く
ん
だ
が
加
入

に
至
ら
ず
。
１
月
末
に
新
年

会
、
統
一
要
求
に
向
け
て
組

合
員
か
ら
意
見
要
望
を
集
約
。

55歳
昇
給
停
止
の
廃
止
、
看

護
休
暇
の
対
象
年
齢
の
拡
充
、

取
得
可
能
日
数
の
増
加
な
ど

た
く
さ
ん
の
要
望
が
あ
っ
た
。

【
松
山
】

22年
度
か
ら
ふ
れ

あ
い
収
集
実
証
実
験
を
行
い
、

翌
年
度
か
ら
市
内
全
域
で
実

施
と
市
民
に
役
立
つ
こ
と
に

積
極
的
に
と
り
く
み
、
感
謝

の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

た
。
高
齢
者
の
安
全
と
生
活

支
援
に
必
要
と
再
確
認
。
現

在
約
６
１
０
件
を
週
１
回
収

集
、
そ
の
か
い
あ
っ
て

23年

度
か
ら
現
業
職
員
の
新
採
試

験
が
行
わ
れ
、

24年
度
に
８

人
の
新
採
が
清
掃
課
に
配
属
、

来
年
度
採
用
も
行
わ
れ
る
。

【
共
済
議
員
団
】
市
町
村
共

済
組
合
の
役
員
は
県
内
首
長

７
議
席
と
各
市
町
職
員
側
７

議
席
で
成
り
立
っ
て
お
り
、

職
員
側
は
自
治
労
連
が
前
回

５
議
席
か
ら
６
議
席
を
確
保

し
た
。
議
員
の
仕
事
と
し
て

共
済
組
合
の
次
年
度
予
算
や

福
利
厚
生
事
業
を
審
議
し
て

い
る
。
議
員
団
で
職
員
の
福

利
厚
生
向
上
な
ど
の
要
求
書

の
提
出
を
計
画
。
互
助
会
で

も
、
給
付
事
業
や
退
職
後
給

付
な
ど
管
理
し
て
お
り
、
積

極
的
に
関
与
し
て
い
く
。

２
月
８
日
午
前
中
、
県
本

部
「
労
働
安
全
衛
生
学
習
会
」

に
ｗ
ｅ
ｂ
参
加
含
め

14単
組

26人
が
参
加
。
講
師
の
長
久

啓
太
さ
ん
（
岡
山
県
労
働
者

学
習
協
会
）
が
『
心
理
的
安

全
性
を
高
め
、
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
に
①
心
理
的
安
全

性
と
は
～
知
識
編
、
②
心
理

的
安
全
性
を
高
め
る
～
チ
ー

ム
全
体
で
の
実
践
編
』
を
講

演
し
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
討

論
と
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

【
講
演
ポ
イ
ン
ト
】
◎
心
理

的
安
全
性
の
定
義
…
チ
ー
ム

で
率
直
に
自
分
の
意
見
を
伝

え
て
も
対
人
関
係
を
悪
く
す

る
心
配
を
し
な
く
て
も
い
い

と
い
う
信
念
が
共
通
さ
れ
て

い
る
状
態
。
組
織
内
で
自
分

の
考
え
や
気
持
ち
を
誰
に
対

し
て
も
安
心
し
て
発
言
で
き

る
状
態
。
◎
心
理
的
安
全
性

が
あ
る
効
果
・
効
用
…
組
織

や
運
動
が
常
に
多
様
な
意
見

を
取
り
入
れ
変
わ
り
続
け
ら

れ
る
。
安
心
し
て
意
見
を
ぶ

つ
け
あ
え
る
の
で
新
し
い
視

点
が
生
み
出
さ
れ
る
。
チ
ー

ム
の
目
的
実
現
力
が
高
ま
り
、

恐
れ
ず
挑
戦
・
成
長
で
き
る
。

◎
職
場
・
組
織
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト

12項
目
…
指
摘
し

あ
え
る
職
場
・
組
織
に
な
っ

て
い
る
か
。
◎
心
理
的
安
全

性
を
高
め
る
た
め
に
…
○
ま

ず
は
あ
い
さ
つ
か
ら
。
○
雑

談
の
役
割
。
○
話
し
か
け
ら

れ
や
す
い
人
に
な
る
。
否
定

か
ら
で
は
な
く
肯
定
か
ら
。

○
会
議
を
変
え
る
、
議
題
か

ら
入
ら
な
い
。
グ
ル
ー
プ
サ

イ
ズ
を
変
え
る
。
○
若
い
世

代
へ
の
姿
勢
…
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
で
見
な
い
。
○
ケ
ア
の

あ
る
職
場
・
組
織
づ
く
り
…

ケ
ア
＝
相
手
に
関
心
を
向
け

る
。
団
結
・
連
帯
の
本
質
は

相
手
へ
の
関
心
と
ケ
ア
。

西
予
市
職
労
・
医
療
介
護

支
部
は
１
月

28日
「
臨
時
大

会
」
を
開
催
し
、
支
部
組
合

員

27人
、
市
職
労
と
県
本
部

７
人
が
参
加
。
福
島
支
部
長

が
「
市
長
の
民
営
化
提
案
か

ら
２
年
近
く
、
学
習
会
、
団

体
交
渉
、
議
員
懇
談
・
訪
問
、

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
様
々

な
と
り
く
み
を
す
す
め
、
こ

の
間
の
活
動
で
組
合
の
重
要

性
を
感
じ
て
き
た
」
な
ど
開

会
あ
い
さ
つ
。
議
案
と
し
て
、

①
組
合
の
移
行
、
②
組
合
の

名
称
、
③
自
治
労
連
西
予
市

職
労
と
の
連
携
を
提
案
し
採

択
し
ま
し
た
。
（
以
下
骨
子
）

25年
４
月
か
ら
２
病
院
１
施

設
は
公
設
民
営
と
さ
れ
、
労

使
関
係
が
変
更
と
な
る
た
め
、

組
合
の
組
織
運
営
も
変
更
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
日
ま

で
、
職
場
に
お
け
る
労
働
組

合
の
必
要
性
を
非
常
に
強
く

感
じ
る
と
共
に
、
自
治
労
連

県
本
部
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

を
心
強
く
感
じ
、
自
治
労
連

西
予
市
職
員
労
働
組
合
か
ら

分
割
し
『
自
治
労
連
西
予
医

療
介
護
職
員
労
働
組
合
』
と

し
て
、
自
治
労
連
県
本
部
へ

継
続
加
盟
し
て
活
動
を
継
続

し
ま
す
。
４
月
か
ら
労
働
条

件
改
善
目
的
の
交
渉
は
地
域

医
療
振
興
協
会
と
行
い
ま
す

が
、
必
要
に
応
じ
て
西
予
市

へ
の
要
求
活
動
も
行
い
、
西

予
市
職
労
と
連
携
し
サ
ポ
ー

ト
も
受
け
な
が
ら
、
お
互
い

の
組
織
運
営
を
安
定
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
３
月
中
旬
「
第

１
回
大
会
」
を
行
い
、
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

（１） 第５７７号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 ２月２５日

第 ５７７ 号

日 程

【２月】

28 内子町職学習会・懇親会

【３月】

１ 本部都市職・町村職部会

合同全国交流集会（～２）

３・１ビキニデー

２ 保育部会幹事会

４ 全労連四国地区協議会・

四国総行動（高松）

６ 中央行動・四国ブロック

総務省要請

７ 愛媛労連西予病院問題省

庁要請

８ 県本部拡大執行委員会

国際女性デー

９ 東予ブロック春闘決起集

会（西条）／南予ブロック

春闘決起集会（内子）

反核へんろ愛媛（松山）

11 福島原発事故14年目集会・

デモ（城山公園）

13 全国統一行動・自治労連

統一行動日

18 伊方原発運転差止訴訟

松山地裁判決

26 県公務員共闘会議県・県

教委要請



新
居
浜
市
職
労
は
１
月

18・

19日
、
婦
人
部
い
ち
ご
狩
り

を
西
条
市
に
て
開
催
。
大
人

１
０
２
人
・
子
ど
も

57人
の

合
計
１
５
９
人
が
参
加
。
参

加
者
か
ら
「
子
ど
も
が
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
て
今
年
も

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
満
足
そ
う

で
し
た
」
「
や
っ
ぱ
り
み
ん

な
で
行
く
と
楽
し
い
ね
♪
」

「
今
回
三
世
代
で
参
加
。
普

段
ス
ー
パ
ー
で
も
な
か
な
か

手
が
出
な
か
っ
た
い
ち
ご
を

心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き
、
お

土
産
も
た
く
さ
ん
買
っ
て
、

し
あ
わ
せ
な
日
に
な
り
ま
し

た
」
「
来
年
は
塩
味
の
お
菓

子
を
忘
れ
ず
持
参
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
ち
ご
狩
り
を

楽
し
む
子
ど
も
た
ち
に
も
癒

さ
れ
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

内
子
町
職
は
２
月
１
日

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

体
験
会
」
を
ソ
ル
フ
ァ
オ
ダ
・

ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
で
開
催
し

20人
が
参
加
。
２
年
前
に
同

じ
企
画
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

大
好
評
だ
っ
た
た
め
、
再
び

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
雪
が
降

り
積
も
る
絶
好
の
ス
キ
ー
日

和
の
中
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
経
験
の
あ
る
組
合
員
が
滑

り
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。
最
終

的
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

で
滑
れ
る
ぐ
ら
い
ま
で
上
達

し
、
滑
れ
る
楽
し
さ
を
満
喫

で
き
ま
し
た
。
体
験
会
終
了

後
、
居
酒
屋
に
場
所
を
移
し

て
、
懇
親
会
を
開
催
。
組
合

員
同
士
で
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
、
横
の
つ
な
が
り
が
深

ま
り
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
青
年
部
は
１

月

22日
「
カ
レ
ー
の
日
」
に

「
晩
ご
飯
企
画
・
無
印
良
品

カ
レ
ー
」
を
開
催
し
、
新
採

職
員
を
含
む
合
計

11人
が
参

加
。
温
か
い
雰
囲
気
の
中
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
普
段
な
か
な
か
食

べ
る
機
会
の
な
い
「
無
印
良

品
の
カ
レ
ー
」
を
６
種
類
用

意
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
企
画
の
際

に
部
員
投
票
で
選
ば
れ
た
カ

レ
ー
で
、
ナ
ン
や
白
ご
飯
を

添
え
て
食
べ
比
べ
を
実
施
。

さ
ま
ざ
ま
な
感
想
が
飛
び
交

い
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

続
く
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
タ
イ
ム

で
は
、
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
懐
か
し
の
「
バ
ト
ル
ド
ー

ム
」
に
挑
戦
な
ど
、
充
実
し

た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
次

回
は
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
企
画
」

「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
企
画
」
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

県
本
部
現
業
評
議
会
は

12

月

26

日
、
県
教
育
委
員
会

「
学
校
給
食
担
当
課
要
請
」

を
行
い
、
３
単
組
３
人
が
参

加
。
「
教
育
の
一
環
と
し
て

安
全
で
豊
か
な
学
校
給
食
を

求
め
る
要
請
書
」
を
提
出
し
、

調
理
場
の
現
場
実
状
を
伝
え

改
善
を
求
め
ま
し
た
。
ま
ず
、

県
本
部
現
業
部
会
（
調
理
員
）

の
基
本
要
求
で
あ
る
「
県
と

し
て
よ
り
よ
い
学
校
給
食
を

実
施
す
る
た
め
に
、
保
護
者
、

教
職
員
、
各
校
栄
養
士
、
調

理
員
と
の
連
携
、
懇
談
を
大

切
に
し
な
が
ら
学
校
給
食
事

業
を
実
施
し
て
ほ
し
い
」
に

つ
い
て
、
「
県
と
し
て
も
同

じ
思
い
で
あ
る
」
こ
と
を
確

認
。
具
体
的
な
各
自
治
体
の

問
題
に
つ
い
て
要
望
。
最
後

に
「
引
き
続
き
県
下
の
学
校

給
食
の
水
準
の
向
上
へ
県
教

委
の
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」

こ
と
を
伝
え
、
要
請
・
懇
談

を
終
え
ま
し
た
。

四
国
中
央
市
職
労
は
１
月

25日
「
だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト

リ
ゾ
ー
ト
」
へ
の
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
親
睦
旅
行
に

11人
が
参
加
。
「
当
日
は
、

天
気
も
良
く
日
頃
の
仕
事
の

疲
れ
も
忘
れ
て
、
１
日
を
楽

し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
職
員
が
交
流
す
る
よ
い
機

会
と
な
り
、
ま
た
親
睦
の
機

会
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
の
感
想
も

あ
り
、
今
後
も
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
学
習
会
等
を
通
し
て
、

職
場
を
越
え
た
組
合
員
相
互

の
交
流
の
場
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
月

25日
、
愛
媛
労
連
の

「
中
央
委
員
会
」
に

40

人

（
自
治
労
連
関
係

10人
）
が

参
加
。
「
活
動
経
過
」
「
中

間
決
算
」
「
会
計
監
査
」
を

報
告
し
「
春
闘
方
針
案
」
を

提
案
し
ま
し
た
。
討
論
で
９

人
が
発
言
。
自
治
労
連
西
予

市
職
労
の
安
部
田
委
員
長
は

「
市
長
の
突
然
の
病
院
等
民

営
化
提
案
に
対
し
、
愛
媛
労

連
・
自
治
労
連
県
本
部
の
支

援
を
受
け
て
２
年
近
く
闘
っ

て
き
た
。
現
給
保
障
や
年
休

取
り
扱
い
な
ど
要
求
前
進
も

あ
っ
た
。
地
域
医
療
を
ど
う

す
る
の
か
、
市
民
と
職
員
の

声
を
力
に
と
り
く
ん
で
い
く
」

と
発
言
。
烏
谷
事
務
局
長
が

「
住
民
と
共
に
地
域
の
公
共

を
守
ろ
う
。
そ
こ
で
働
く
労

働
者
の
処
遇
を
守
ろ
う
。
組

織
拡
大
の
た
め
、
要
求
の
見

え
る
化
、
活
動
の
見
え
る
化

を
」
な
ど
答
弁
で
よ
び
か
け

ま
し
た
。

■
少
し
ず
つ
暖
か
い
日
が
あ
っ

た
り
す
る
け
ど
、
寒
い
日
も

あ
り
、
体
調
管
理
が
必
要
。

家
族
の
体
調
を
気
遣
う
日
が

多
く
、
気
を
遣
い
ま
す
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
接
種
で
す
が
、
無
料

で
の
接
種
で
も
だ
ん
だ
ん
回

を
増
す
と
減
っ
て
た
の
に
、

負
担
金
が
大
き
い
と
接
種
し

た
く
て
も
で
き
な
い
現
実
。

も
う
少
し
ワ
ク
チ
ン
自
体
が

安
く
な
れ
ば
良
い
な
あ
ー
と

思
う
今
日
こ
の
頃
。

（
西
予
・
芝
）

■
シ
レ
ネ
。
こ
こ
何
年
か
種

か
ら
育
て
て
い
る
お
花
。
芽

が
出
て
や
っ
と
苗
の
状
態
に

な
っ
た
。
先
日
新
居
浜
に
も

雪
が
降
り
、
心
配
に
な
り
見

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
他
の
植

物
は
雪
を
か
ぶ
っ
て
い
た
の

に
シ
レ
ネ
の
苗
の
周
り
だ
け

雪
が
解
け
て
い
た
。
こ
の
寒

さ
の
中
、
必
死
で
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
て
泣
き
そ
う
に

な
っ
た
。
私
も
頑
張
ろ
う
。

（
新
居
浜
社
協
・
久
保
田
）

■
今
年
も
頭
の
体
操
を
兼
ね

て
応
募
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

最
近
用
事
が
増
え
て
い
る
せ

い
か
、
時
間
の
流
れ
が
凄
く

早
く
感
じ
ま
す
。
こ
の
時
期

を
表
す
｢
行
く
・
逃
げ
る
・

去
る
｣
を
身
を
も
っ
て
実
感

し
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
き
っ
か

け
に
広
報
誌
を
読
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
物
価
高
で
生

活
は
な
か
な
か
豊
か
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
組
合
の
活
動

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
吉
田
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５７７号

２０２５年 ２月２５日

■
５
７
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ミ
カ
ラ
デ
タ
サ
ビ
」

（
身
か
ら
出
た
錆
）
で
し
た
。

正
解
は
９
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

小
倉
さ
や
か
（
新
居
浜
）

小
野
珠
李
亜
（
新
居
浜
）

鈴
木
亜
希
子
（
新
居
浜
）

筒
井
芙
美
香
（
新
居
浜
）

吉
田
周
平
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
３
月

27日
【
発

表
】
５
７
９
号
（
４
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①一家の家族や使用人の人数が多いこと

④（英語）箱

⑦動物体の温度

⑧するめをあぶり焼きし、細く裂いた食品

⑨現代に近い時代。○○○○都市

【タテのカギ】

①俗に職場で、特に同性の同僚に対して力を

もっている女性のこと

②感染症まん延防止のために出勤・登校停止

し家で

③（英語）付け札。荷札や商品の値札など

⑤水を通す管。送○○○○

⑥仮縫いに対して、仕上げるために縫うこと

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で

「
べ
ら
ぼ
う
」
の
あ
る
人
物
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


